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11月予想
4,000

受注高 (億円) 売上高または売上収益 (億円) 営業利益または事業損益 (億円)

防衛省向け潜水艦やLPG/アンモニア運
搬船の受注増加などにより増加

受注高
+1,472 億円

国内向けごみ処理施設や防衛省向け艦
艇用機器の増加などにより増収

売上収益
+266 億円

増収や持分法投資利益の増加などによ
り増益

事業利益
+84 億円

国内向けごみ処理施設の増加や防衛省
向けの増加などにより、見通しを引き
上げ

受注高
+500 億円

大きな変動はなく、見通しを据え置き売上収益
±0 億円

採算性の改善などにより、見通しを引
き上げ

事業利益
+80 億円

IFRS IFRS IFRS

2024年度3Q実績（前年同期比） 2024年度予想（従来予想比）

11月予想
5,000

(注) グラフは濃色部が1-3Q、淡色部が4Qを表します

11月予想
320
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事業損益増減要因 (億円)

為替変動

売上変動

売上構成変動等

販管費増減

’23年度3Q
事業利益

’24年度3Q
事業利益

エネルギー事業における主要製品の売上 (億円)
(上段：機器関連 下段：アフターサービス)

補足情報

プラント事業における環境分野の売上 (億円)
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環境分野売上
O&M比率
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持分法による
投資損益

(予) (予)

(単位：億円)

'23年度 '24年度 '23年度 '24年度予想
3Q実績 3Q実績 前年同期比 通期 従来予想 修正予想 前期比 従来予想比 4Q予想

受注高 2,812 4,285 + 1,472 4,016 5,000 5,500 + 1,484 + 500 1,215
うち 2,463 2,426 ▲ 36 3,588 3,100 3,400 ▲ 188 + 300 974
　　 船舶海洋 348 1,858 + 1,509 427 1,900 2,100 + 1,673 + 200 242

売上収益 2,343 2,609 + 266 3,532 4,000 4,000 + 468 - 1,391
うち 1,654 1,901 + 246 2,606 3,100 3,100 + 494 - 1,199
　　 船舶海洋 688 708 + 20 925 900 900 ▲ 25 - 192

事業利益 166 251 + 84 319 320 400 + 81 + 80 149
[利益率] [7.1%] [9.6%] [+ 2.5pt] [9.0%] [8.0%] [10.0%] [+ 0.9pt] [+ 2.0pt] [10.7%]

うち 持分法投資利益 81 145 + 64 137 215 225 + 88 + 10 80

ｴﾈﾙｷﾞｰ･ﾌﾟﾗﾝﾄ･舶用推進

ｴﾈﾙｷﾞｰ･ﾌﾟﾗﾝﾄ･舶用推進
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(注) 過年度実績は変更後の報告セグメントに組替えて表示しています

3
四半期別 売上高または売上収益 (億円)

2020年度 2021年度
(IFRS)

2022年度
(IFRS)

2023年度
(IFRS)

2024年度
(IFRS)
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 NCM系/LFP系※2いずれの廃LIBも大量処理可能
 中国で想定されるLEP系の廃棄量増にも対応
 強酸や有機溶媒を使用せず、低環境負荷かつ経済的･安全に処理

セグメント別詳細情報 – エネルギーソリューション＆マリン

事業環境・受注動向

3

 エネルギー･プラント･舶用推進

 船舶海洋

海外

– 新興国では分散型電源等
のエネルギーインフラ整
備需要が根強い

– 先進国では水素関連の受
注･引合いが増加

商船

– 造船各社は当面の船台を埋 
めており、商談は先物納期 
が中心

– 建造コストの上昇や船台受
給ひっ迫により船価は高値
継続傾向

艦艇・特殊船

潜水艦は安定的な受注

リスク

– 原材料価格や資機材･燃料
費、人件費の継続的な上
昇等による影響を懸念

カーボンニュートラル

当社が強みとする水素製品を
はじめ、KCC※1などの脱炭素
ソリューションに関する問い
合わせや協力要請が増加

 セグメント全体

循環型社会の実現への貢献

水素混焼ガスエンジン
「KG-18-T」

– 水素を「つかう」ソリューションとしての
水素ガスエンジン開発

– 水素のみでの安定した燃焼技術のほか、都市ガス
との混合燃料も適応可能なトランジション製品の開発を推進

国内

– 分散型電源の根強い需要
– ごみ焼却設備の老朽化更

新需要の継続

重点施策と具体的な取り組み
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脱炭素ソリューションの提供へ向けた取り組み

※2 NCM系: 正極材の主成分がリチウム、ニッケル、コバルト、マンガン
LFP系:  正極材の主成分がリン酸鉄リチウム※1 Kawasaki CO2 Capture：CO2分離･回収システム

事例 車載用廃リチウムイオンバッテリー（LIB）
リサイクルシステムを開発

課題 EVの普及でLIB需要が増大し、レアメタル
が不足

解決 中国パートナーと低環境負荷かつ高回収率･
高純度な炭酸リチウムの回収技術を確立 リサイクル商用規模設備

事例 5MW以上の大型ガスエンジンにおける
水素100%燃焼技術を開発

事例 水素30％混焼による7.5MW級
大型ガスエンジンの運用を開始

世界初

日本初
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